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職
業
に
関
す
る
数
値
化
情
報
の
解
析

１　

は
じ
め
に

　

個
人
と
職
業
の
適
合
を
は
か
る
た
め
に
は
、

個
人
の
特
徴
に
対
す
る
情
報
と
、
職
業
の
要

件
に
対
す
る
情
報
が
と
も
に
重
要
と
な
る
。

自
分
が
仕
事
に
何
を
求
め
て
い
る
か
が
わ
か

ら
な
け
れ
ば
職
業
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

し
、
そ
れ
が
わ
か
っ
て
も
、
自
分
に
合
う
仕

事
が
で
き
る
の
は
ど
の
職
業
か
が
わ
か
ら
な

け
れ
ば
適
職
を
選
択
で
き
な
い
。
自
分
自
身

に
関
す
る
情
報
を
整
理
し
た
上
で
、
様
々
な

職
業
に
つ
い
て
職
業
に
必
要
な
資
質
や
適
性

な
ど
職
業
側
の
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
を
比

較
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
求
職
者
や
職
業
紹
介
機

関
、
ま
た
求
人
企
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に

関
し
て
統
一
的
な
視
点
か
ら
評
価
さ
れ
た
職

業
の
情
報
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、
米

国
で
はO

*N
E

T

（T
he O

ccupational In-
form

ation N
etw

ork

）
が
開
発
さ
れ
利
用

さ
れ
て
い
る
。O

*N
E

T

で
は
職
業
に
必
要

な
ス
キ
ル
、
知
識
、
向
い
て
い
る
興
味
、
価

値
観
な
ど
の
情
報
を
構
造
化
し
て
提
供
し
て

お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
容
易
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
情
報
は
新
し
い

も
の
に
更
新
さ
れ
続
け
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
の

長
所
を
生
か
し
た
即
時
的
な
情
報
提
供
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
従
来
の
日
本
で
は
、
職
業
を
選

択
す
る
側
で
あ
る
個
人
の
特
徴
と
い
う
観
点

か
ら
の
研
究
が
主
に
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の

た
め
職
業
に
つ
い
て
、
そ
の
職
業
に
就
く
人

に
求
め
ら
れ
る
要
件
、
向
い
て
い
る
指
向

性
と
い
う
観
点
か
ら
の
研
究
は
行
わ
れ
ず
、

デ
ー
タ
も
蓄
積
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
結
果

と
し
て
、
自
分
が
求
め
る
仕
事
が
で
き
る
職

業
は
何
か
、
在
職
者
の
経
験
談
や
職
業
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
推
測
す
る
し
か
な
い
と
い
う

状
況
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
十
年
ほ
ど
大
規
模
な
デ
ー
タ
収
集
を
行
い
、

労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
146
「
職
務
構
造
に

関
す
る
研
究
―
職
業
の
数
値
解
析
と
職
業
移

動
か
ら
の
検
討
―
」（
二
〇
一
二
年
三
月
刊

行
）
等
で
そ
の
結
果
を
公
表
し
て
き
た
。
そ

こ
で
こ
こ
で
は
一
連
の
デ
ー
タ
収
集
と
そ
の

分
析
か
ら
、
職
業
興
味
、
価
値
観
、
仕
事
環

境
に
関
し
て
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
結
果
を
紹
介

す
る
。

２　

職
業
興
味

　

ホ
ラ
ン
ド
（H

olland, J. L
.

）
が
提
唱

し
た
職
業
興
味
の
六
角
形
モ
デ
ル
は
、
後
の

職
業
興
味
研
究
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て

き
た
。
こ
の
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
開
発
さ

れ
た
職
業
興
味
検
査
Ｖ
Ｐ
Ｉ
（V

ocational 
P

reference Inventory

）
は
、
日
本
版
が

作
成
さ
れ
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ホ
ラ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
職
業
興
味
に
は

現
実
的
（R

ealistic

）、
研
究
的
（Investi-

gative

）、
芸
術
的
（A

rtistic

）、
社
会
的

（S
ocial

）、
企
業
的
（E

nterprising

）、
慣

習
的
（C

onventional

）
と
い
う
六
領
域
が

あ
り
、
各
々
に
対
応
し
た
六
種
類
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
・
タ
イ
プ
と
環
境
が
あ
る
。
個
人

が
持
つ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
タ
イ
プ
と
そ
の

人
の
職
業
環
境
と
が
一
致
す
る
と
き
満
足
が

高
ま
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
六
領
域
は
内
容

が
類
似
し
た
領
域
ほ
ど
距
離
が
近
く
な
り
、

内
容
が
似
て
い
な
い
領
域
は
対
角
に
位
置
す

る
と
さ
れ
、
図
形
と
し
て
は
図
表
１
の
よ
う

な
六
角
形
と
な
る
。

　

デ
ー
タ
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
六
領
域
に
基

づ
く
六
項
目
の
質
問
項
目
に
つ
い
て
、
実
際

に
そ
の
職
業
に
従
事
し
て
い
る
人
に
あ
て
は

ま
る
程
度
を
、「
合
っ
て
い
な
い
（
１
）」
か

ら
「
合
っ
て
い
る
（
５
）」
ま
で
の
五
段
階

で
評
定
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
収
集
し
た

デ
ー
タ
か
ら
六
〇
一
職
業
に
つ
い
て
、
職
業

ご
と
に
各
評
定
値
の
平
均
値
を
求
め
た
。
こ

の
平
均
値
が
高
い
ほ
ど
、
そ
の
職
業
興
味
が

仕
事
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
各

職
業
興
味
の
平
均
値
が
高
い
職
業
上
位
一
〇

職
業
を
表
示
し
た
の
が
図
表
２
で
あ
る
。

３　

職
業
価
値
観

　

達
成
感
や
社
会
的
地
位
、
雇
用
の
安
定
な

ど
、
仕
事
の
ど
の
よ
う
な
側
面
に
価
値
を
置

く
か
は
個
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
同
様
に
、

仕
事
を
通
し
て
得
ら
れ
る
も
の
や
得
ら
れ
る

程
度
も
職
業
に
よ
っ
て
ま
た
異
な
る
。
自
分

が
仕
事
に
求
め
る
も
の
が
得
ら
れ
る
職
業
に

就
く
こ
と
は
職
務
満
足
に
繋
が
る
。
逆
に
、

自
分
が
仕
事
に
求
め
る
も
の
が
得
ら
れ
な
い

職
業
に
就
け
ば
、
職
務
に
は
不
満
足
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
職
業
価
値
観
も
職
業
選
択
の
重

要
な
要
因
の
一
つ
と
い
え
る
。

　

職
業
価
値
観
の
測
定
に
客
観
的
実
証
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
導
入
し
た
の
は
ス
ー
パ
ー

（S
uper, D

. E
.

）が
最
初
で
あ
る
。ス
ー
パ
ー

は
職
業
価
値
観
を
操
作
的
に
定
義
し
測
定
す

る
た
め
に
、
職
業
価
値
観
の
最
初
の
公
的

な
測
定
尺
度
で
あ
るT

he W
ork V

alues 

１ 

職
業
興
味
、職
業
価
値
観
、仕
事
環
境

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
臨
時
研
究
協
力
員　

佐
藤　

舞

職
業
に
関
す
る
数
値
化
情
報
の
解
析

図表１　職業興味の六角形モデル

現実的 研究的

芸術的

社会的企業的

慣習的
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Inventory

（
Ｗ
Ｖ
Ｉ
）
を
ま
と
め
て
い
る
。

以
後
、
職
業
価
値
観
を
測
定
す
る
様
々
な
尺

度
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
日
米
を
含
め
色
々

な
国
で
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
職
業
価
値
観
を
測
定
す
る
尺
度
は
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
、
職
業
が
充
足
し
う
る
価
値
観
で

は
な
く
人
々
が
有
す
る
価
値
観
を
測
定
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ど
の
よ

う
な
職
業
が
ど
の
よ
う
な
職
業
価
値
観
を
満

た
し
う
る
か
客
観
的
、
実
証
的
に
検
討
し
た

研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
一
連
の
デ
ー
タ
収
集
の

中
で
は
、
職
業
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
る
職
業

価
値
観
と
し
て
、
達
成
感
、
成
長
、
社
会
的

地
位
、
人
間
関
係
、
自
律
性
、
労
働
条
件
の

六
項
目
を
設
定
し
、
各
職
業
に
実
際
に
従
事

し
て
い
る
人
か
ら
、
職
業
や
職
務
に
あ
て
は

ま
る
程
度
を
「
合
っ
て
い
な
い
（
１
）」
か

ら
「
合
っ
て
い
る
（
５
）」
ま
で
の
五
段
階

で
評
定
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

デ
ー
タ
の
整
理
で
は
、
ま
ず
、
全
六
〇
一

職
業
に
つ
い
て
、
職
業
ご
と
に
各
評
定
値
の

平
均
値
を
求
め
た
。
こ
の
平
均
値
が
高
い
ほ

ど
、
そ
の
職
業
価
値
観
が
満
た
さ
れ
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
各
職
業
価
値
観
の
平
均
値
が

高
い
職
業
を
例
示
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に

な
る
。
達
成
感
が
得
ら
れ
る
職
業
と
し
て
は
、

舞
台
演
出
家
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
放

送
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
な
ど
が
挙
が
っ
て
い
た
。

成
長
で
き
る
職
業
と
し
て
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
翻
訳

者
な
ど
で
あ
っ
た
。
社
会
的
地
位
が
高
い
職

業
は
裁
判
官
、外
科
医
、弁
護
士
な
ど
で
あ
っ

た
。
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
職
業
に
は
結
婚

式
場
ス
タ
ッ
フ
、
客
室
乗
務
員
、
ア
ロ
マ
セ

ラ
ピ
ス
ト
な
ど
が
見
ら
れ
た
。
自
律
性
が
高

い
職
業
は
小
説
家
、
法
律
学
者
、
画
家
な
ど

で
あ
っ
た
。
労
働
条
件
が
良
い
職
業
と
し
て

は
行
政
事
務
員
（
県
市
町
村
）、公
認
会
計
士
、

高
等
学
校

教
員
な
ど

が
あ
っ
た
。

　

以
上
み

て
き
た
職

業
興
味
六

領
域
と
職

業
価
値
観

六
項
目
の

相
互
の
関

係
を
明
ら

か
に
す
る

た
め
、
相

関
分
析
を

行
い
、
そ

の
結
果
を

図
表
３
に

示
し
た
。

Ｒ
（
現
実

的
）
は
達

成
感
と
弱

い
正
の
相

関
を
示
し

た
も
の
の
、

成
長
、
社

会
的
地
位
、
人
間
関
係
、
労
働
条
件
と
弱
い

負
の
相
関
を
示
し
た
。
Ｒ
領
域
の
職
業
や
仕

事
か
ら
は
、
達
成
感
は
多
少
得
ら
れ
る
が
、

達
成
感
以
外
の
価
値
観
を
満
た
す
の
は
難
し

い
。
一
方
、
Ｓ
（
社
会
的
）
と
Ｅ
（
企
業

的
）
は
す
べ
て
の
価
値
観
と
正
の
相
関
を
示

し
、
Ｓ
は
特
に
人
間
関
係
と
、
Ｅ
は
特
に
成

長
や
自
律
性
と
強
い
相
関
を
示
し
た
。
ま
た
、

Ｉ
（
研
究
的
）
も
人
間
関
係
を
除
く
す
べ
て

の
価
値
観
と
比
較
的
強
い
正
の
相
関
を
示
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
Ｓ
、
Ｅ
、
Ｉ
領
域
の
職

業
や
仕
事
で
は
、
自
己
向
上
の
価
値
観
も
生

活
安
定
の
価
値
観
も
い
ず
れ
も
満
た
さ
れ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
（
芸
術
的
）
は

達
成
感
、
成
長
、
社
会
的
地
位
、
人
間
関
係
、

自
律
性
と
比
較
的
強
い
正
の
相
関
を
示
し
た

が
、
労
働
条
件
と
や
や
強
い
負
の
相
関
を
示

し
て
い
る
。
逆
に
Ｃ
（
慣
習
的
）
は
労
働
条

件
と
正
の
相
関
を
示
し
た
が
、
他
の
す
べ
て

の
価
値
観
と
比
較
的
強
い
負
の
相
関
を
示
し

て
い
る
。
職
業
興
味
の
中
で
も
Ａ
と
Ｃ
は
六

角
形
モ
デ
ル
に
お
い
て
対
角
に
位
置
す
る
が
、

関
連
す
る
職
業
価
値
観
に
お
い
て
も
ま
っ
た

く
逆
の
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
職
業
が
求
め
る
職
業
興
味

に
よ
っ
て
そ
の
職
業
で
満
た
せ
る
職
業
価
値

観
が
異
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
職
業

を
選
択
す
る
際
は
、
自
分
自
身
が
も
つ
職
業

興
味
と
職
業
価
値
観
の
組
合
せ
の
優
先
順
位

を
検
討
し
、
そ
れ
ら
が
職
業
の
職
業
興
味
と

職
業
価
値
観
に
合
っ
て
い
る
か
吟
味
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。

４　

仕
事
環
境

　

労
働
者
は
物
理
的
、
社
会
的
、
構
造
的
環

境
の
中
で
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。
物
理
的
環

境
に
は
た
と
え
ば
、
立
ち
仕
事
か
座
り
仕
事

か
、
屋
内
作
業
か
屋
外
作
業
か
の
よ
う
な
仕

図表２　職業興味の各平均値順の上位10職業
Ｒ（現実的） Ｉ（研究的）

職業名 平均 SD n 職業名 平均 SD n
自動車整備工 4.69 0.54 33 学芸員 4.87 0.34 32
パイロット 4.61 0.70 33 植物学者 4.83 0.38 30
ピアノ調律師 4.58 0.79 33 歴史学者 4.80 0.41 30
トリマー 4.52 1.06 31 細菌学研究者 4.73 0.52 30
ペットショップ店員 4.52 0.85 34 動物学者 4.70 0.53 30
自動車技術者 4.48 0.71 33 法律学者 4.67 0.66 30
テレビカメラマン 4.48 0.63 32 社会学研究者 4.67 0.61 30
船舶機関士 4.47 0.68 30 バイオテクノロジー研究者 4.64 0.54 39
獣医師 4.46 0.78 35 大学・短期大学教員 4.64 0.65 33
動物看護士 4.43 0.82 30 エコノミスト 4.62 0.95 34

Ａ（芸術的） Ｓ（社会的）
職業名 平均 SD n 職業名 平均 SD n

画家 5.00 0.00 36 客室乗務員 4.85 0.44 34
ミュージシャン 4.91 0.38 34 ハンバーガー店マネージャー 4.85 0.36 33
音楽教室講師 4.91 0.29 34 ネイル・アーティスト 4.79 0.54 34
マンガ家 4.85 0.44 35 美容師 4.78 0.49 34
フラワーデザイナー 4.84 0.37 31 コンパニオン 4.76 0.50 33
クラシック演奏家 4.83 0.75 30 保育士 4.76 0.56 33
イラストレーター 4.82 0.53 33 ツアーコンダクター 4.74 0.51 38
声楽家 4.82 0.53 49 保健師 4.71 0.62 35
声優 4.80 0.48 30 アロマセラピスト 4.71 0.60 41
ネイル・アーティスト 4.79 0.41 34 社会福祉施設寮母・寮父 4.71 0.63 35

Ｅ（企業的） Ｃ（慣習的）
職業名 平均 SD n 職業名 平均 SD n

プロデューサー 4.74 0.51 31 郵便外務員 3.97 1.03 32
ファイナンシャル・プランナー 4.42 0.90 35 宗教家 3.97 1.05 31
広告ディレクター 4.42 0.81 60 行政書士 3.94 0.98 33
アートディレクター 4.39 0.86 34 医療事務員 3.85 1.02 34
放送ディレクター 4.37 0.73 36 客室乗務員 3.85 0.97 34
コピーライター 4.35 0.84 31 検収・検品係員 3.79 0.96 35
ホテル・旅館支配人 4.32 0.88 34 税理士 3.79 1.17 34
中小企業診断士 4.32 0.91 37 道路パトロール隊員 3.77 1.06 31
社会教育主事 4.27 0.87 37 刑務官 3.77 1.19 30
マーケティング・リサーチャー 4.24 0.99 38 保管・管理係員 3.76 1.20 33

図表３　職業興味と職業価値観の相関（601職業、24,041名)
R（現実的) I（研究的) A（芸術的) S（社会的) E（企業的) C（慣習的)

価
値
観
6
項
目

達成感  0.133  0.423  0.549 0.286 0.408 -0.474
成長 -0.082  0.617  0.501 0.455 0.563 -0.469
社会的地位 -0.172  0.585  0.194 0.364 0.449 -0.156
人間関係 -0.111 -0.072  0.372 0.743 0.365 -0.150
自律性  0.036  0.527  0.521 0.327 0.508 -0.491
労働条件 -0.216  0.212 -0.376 0.117 0.149  0.293

注）絶対値が.500よりも大きな相関係数に着色している。
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事
の
要
件
が
含
ま
れ
る
。
社
会
的
環
境
と
は
、

他
者
と
の
接
触
や
対
立
が
多
い
か
少
な
い
か

の
よ
う
な
、
仕
事
が
行
わ
れ
る
場
面
の
対
人

関
係
を
指
す
。
構
造
的
環
境
は
、
仕
事
自
体

が
単
調
か
複
雑
か
と
い
っ
た
職
務
構
造
そ
の

も
の
の
特
徴
で
あ
る
。
多
く
の
職
業
に
つ
い

て
、
各
職
業
に
特
徴
的
な
仕
事
環
境
が
明
ら

か
に
な
れ
ば
、
職
業
紹
介
機
関
や
求
職
者
に

と
っ
て
は
、
仕
事
環
境
の
情
報
か
ら
も
適
合

し
た
職
業
を
み
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
か
ら
、
仕
事
環
境
の
構
造
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
の

情
報
収
集
も
行
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

仕
事
環
境
を
測
定
す
る
調
査
項
目
一
四
項
目

に
つ
い
て
、
実
際
に
そ
の
職
業
に
従
事
し
て

い
る
人
に
、
職
業
や
職
務
に
も
っ
と
も
あ
て

は
ま
る
選
択
肢
を
五
段
階
評
定
か
ら
選
択
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

ま
ず
、
全
六
〇
一
職
業
に
関
し
て
各
仕
事

環
境
調
査
項
目
の
平
均
値
を
求
め
、
そ
れ
を

職
業
毎
の
仕
事
環
境
調
査
項
目
の
基
準
値
と

し
た
。
仕
事
環
境
の
一
四
項
目
の
基
準
値
を

列
と
し
六
〇
一
職
業
を
行
と
し
て
、
主
因
子

法
プ
ロ
マ
ッ
ク
ス
回
転
に
よ
る
因
子
分
析
を

行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り

一
四
項
目
か
ら
五
因
子

に
ま
と
ま
っ
た
た
め
、

各
因
子
に
含
ま
れ
る
項

目
の
内
容
を
考
慮
し
て

因
子
を
検
討
し
た
。
第

一
因
子
は
座
り
作
業
に

関
す
る
項
目
が
ま
と

ま
っ
て
お
り
「
座
り
作

業
」
と
し
た
。
第
二
因

子
は
他
者
と
の
か
か
わ

り
に
関
す
る
項
目
が
ま

と
ま
っ
て
お
り
「
他
者

と
の
か
か
わ
り
」
と
し

た
。
第
三
因
子
は
屋
外

作
業
に
関
す
る
項
目
が

ま
と
ま
っ
て
お
り
「
屋

外
作
業
」
と
し
た
。
第

四
因
子
は
ミ
ス
の
影
響

度
や
結
果
へ
の
責
任
に

関
す
る
項
目
が
ま
と

ま
っ
て
お
り「
影
響
度
・

責
任
」
と
し
た
。
第
五

因
子
は
流
れ
作
業
と
反

復
作
業
が
ま
と
ま
っ
て

お
り
「
流
れ
作
業
」
と

し
た
。

　

得
ら
れ
た
因
子
を
構
成
す
る
項
目
の
平
均

値
を
下
位
尺
度
得
点
と
し
、
六
〇
一
職
業
に

関
し
て
職
業
毎
の
下
位
尺
度
得
点
を
求
め
た
。

こ
の
下
位
尺
度
得
点
が
高
い
ほ
ど
、
そ
の
仕

事
環
境
で
仕
事
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
各
因
子
に
つ
い
て
、
因
子
の
内
容

を
代
表
す
る
項
目
と
、
下
位
尺
度
得
点
が
高

い
職
業
を
例
示
し
た
の
が
図
表
４
で
あ
る
。

　

次
に
、
職
業
興
味
と
仕
事
環
境
の
相
関
を

示
す
（
図
表
５
）。
ま
ず
、「
座
り
作
業
」
は

Ｉ
お
よ
び
Ｅ
と
正
の
相
関
を
示
し
た
。
Ｉ
と

Ｅ
が
求
め
ら
れ
る
職
業
で
は
、
座
っ
て
作
業

す
る
仕
事
環
境
が
一
般
的
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、「
他
者
と
の
か
か
わ
り
」
は
Ｓ
お
よ

び
Ｅ
と
正
の
相
関
を
示
し
、
特
に
Ｓ
と
高
い

相
関
が
み
ら
れ
た
。
因
果
の
方
向
性
は
明
確

で
は
な
い
が
、
他
者
と
か
か
わ
る
よ
う
な
仕

事
環
境
で
働
く
者
に
は
Ｓ
が
高
い
こ
と
が
必

然
的
に
求
め
ら
れ
る
と
い
え
る
。
ま
た
「
影

響
度
・
責
任
」
も
、
Ｓ
と
の
相
関
が
も
っ
と

も
高
か
っ
た
。
他
者
と
直
接
か
か
わ
り
合

う
よ
う
な
Ｓ
が
高
い
仕
事
環
境
に
お
い
て

は
、
仕
事
の
結
果
や
ミ
ス
が
即
座
に
他
者
に

影
響
し
て
し
ま
う
た
め
、
こ
の
よ
う
な
結
果

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方「
流
れ
作
業
」

は
Ｓ
と
も
っ
と
も
強
い
負
の
相
関
を
示
し
、

Ｒ
と
正
の
相
関
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｓ
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
な
対
人
的
職
業
で
は
流
れ

作
業
が
少
な
く
、
逆
に
Ｒ
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
な
人
間
以
外
を
対
象
と
す
る
職
業
で
は
流

れ
作
業
が
多
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
対
人
的

職
業
で
は
毎
回
違
う
相
手
を
対
象
と
す
る
た

め
、
反
復
作
業
で
は
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ

る
し
、
機
器
等
を
対
象
と
す
る
職
業
で
は
そ

の
職
務
内
容
の
多
く
が
自
動
化
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
結
果
は
了
解
可

能
で
あ
る
と
い
え
る
。
最
後
に「
屋
外
作
業
」

は
、
い
ず
れ
の
職
業
興
味
と
も
さ
ほ
ど
高
い

相
関
を
示
さ
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
ど
の
職

業
興
味
を
求
め
ら
れ
る
職
業
に
就
く
と
し
て

も
、
屋
外
作
業
も
屋
内
作
業
も
経
験
し
う
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

続
い
て
、
職
業
興
味
間
の
理
論
的
関
係
と

い
う
観
点
か
ら
、
仕
事
環
境
と
の
相
関
を
み

て
い
く
。
六
角
形
モ
デ
ル
の
対
角
上
に
あ
る

職
業
興
味
を
比
較
す
る
と
、
Ｒ
と
Ｓ
、
Ｉ
と

Ｅ
、
Ａ
と
Ｃ
は
い
ず
れ
も
、
ほ
ぼ
相
反
す
る

結
果
が
得
ら
れ
た
。
ま
ず
Ｒ
で
は
「
他
者
と

の
か
か
わ
り
」
に
比
較
的
強
い
負
の
相
関
、

「
流
れ
作
業
」
に
も
っ
と
も
強
い
正
の
相
関

を
示
し
た
が
、
一
方
Ｓ
で
は
「
他
者
と
の
か

か
わ
り
」
に
も
っ
と
も
強
い
正
の
相
関
、「
流

れ
作
業
」
に
強
い
負
の
相
関
を
示
し
た
。
次

に
、
Ｅ
で
は
「
他
者
と
の
か
か
わ
り
」
と

も
っ
と
も
強
い
正
の
相
関
を
示
し
た
の
に
対

し
、
Ｉ
で
は
「
他
者
と
の
か
か
わ
り
」
と
無

相
関
で
あ
っ
た
。
ま
た
Ａ
と
Ｃ
は
、
い
ず
れ

の
仕
事
環
境
と
も
さ
し
て
高
い
相
関
を
も
た

な
い
と
い
う
点
で
は
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ

た
が
、
も
っ
と
も
強
い
相
関
を
示
し
た
「
流

れ
作
業
」
で
正
負
が
逆
転
し
て
い
た
。
以
上

よ
り
、
相
反
す
る
職
業
興
味
を
求
め
ら
れ
る

職
業
で
は
仕
事
環
境
の
特
徴
も
相
反
す
る
も

の
に
な
る
と
い
う
、
ホ
ラ
ン
ド
の
六
角
形
モ

デ
ル
に
沿
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

５　

お
わ
り
に

　

以
上
で
見
て
き
た
各
職
業
に
向
い
て
い
る

職
業
興
味
、
価
値
観
、
ま
た
、
各
職
業
の
労

働
条
件
の
情
報
は
、
求
職
者
、
求
人
企
業
、

そ
し
て
職
業
紹
介
機
関
に
必
要
な
情
報
と
な

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
情
報
に
つ
い
て

大
規
模
な
デ
ー
タ
収
集
に
よ
り
網
羅
的
に
行

わ
れ
た
調
査
研
究
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。

　

本
分
析
の
結
果
よ
り
、
職
業
が
求
め
る
職

図表５　職業興味と仕事環境因子得点の相関（601職業、24,041名)
R（現実的) I（研究的) A（芸術的) S（社会的) E（企業的) C（慣習的)

仕
事
環
境
5
因
子

座り作業 -0.243  0.391  0.149  0.016  0.363 -0.135
他者とのかかわり -0.295  0.057  0.151  0.776  0.579 -0.015
屋外作業  0.222 -0.247 -0.199 -0.217 -0.243  0.043
影響度・責任  0.014  0.191  0.190  0.399  0.255 -0.026
流れ作業  0.359  0.079 -0.250 -0.506 -0.260  0.295

注）絶対値が.500よりも大きな相関係数に着色している。

座り作業 他者とのかかわり 屋外作業 影響度・責任 流れ作業

座り作業
コーディネート、
他者とのかかわり

屋外作業
ミスの影響度、結果お
よび成果への責任

作業速度が機器等の
速度によって決められ
る

<職業例>
翻訳者
マンガ家
速記者

<職業例>
弁護士
銀行支店長
医療ソーシャルワー
カー

<職業例>
タクシー運転者
鉄筋工
じんかい収集作業員

<職業例>
外科医
内科医
電車運転士

<職業例>
空港旅客係
速記者
通関士

仕事環境　５因子

図表４　仕事環境の因子構造（601職業、24,041名）
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業
興
味
に
よ
っ
て
そ
の
職
業
に
よ
り
満
た
せ

る
職
業
価
値
観
や
仕
事
環
境
は
異
な
っ
て
い

た
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
自
分
自
身
が
求

め
る
職
業
興
味
、
職
業
価
値
観
、
仕
事
環
境

と
、
職
業
に
求
め
ら
れ
る
職
業
興
味
、
職
業

価
値
観
、
仕
事
環
境
と
の
適
合
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
職
業
興
味
が
Ａ
（
芸
術
的
）
の
職

業
と
Ｃ
（
慣
習
的
）
の
職
業
と
で
は
、
関
連

す
る
職
業
価
値
観
が
ま
っ
た
く
逆
の
パ
タ
ー

ン
と
な
っ
て
お
り
、
Ａ
は
達
成
感
や
成
長
な

ど
の
職
業
価
値
観
と
比
較
的
強
い
正
の
相
関

を
示
し
た
が
、
Ｃ
は
労
働
条
件
と
の
み
正
の

相
関
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
Ａ
の
職

業
と
Ｃ
の
職
業
と
で
、
ど
ち
ら
か
が
優
れ
て

い
る
と
か
劣
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
自
分
が
ど
の
よ
う
な
価
値
観
を
持
っ
て

い
る
か
の
問
題
で
あ
り
、
価
値
観
に
良
い
悪

い
は
な
い
。
も
し
仕
事
を
通
し
て
達
成
感
や

成
長
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
人
が
Ｃ
の
職
業
に
就
け
ば
不
満

が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
収
入
や
雇

用
の
安
定
を
重
視
す
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
な

人
が
Ａ
の
職
業
に
就
く
の
は
望
ま
し
く
な
い
。

ま
た
、
仕
事
を
遂
行
す
る
上
で
他
者
と
の
接

触
が
多
い
か
少
な
い
か
に
つ
い
て
、
Ｒ
（
現

実
的
）
と
Ｉ
（
研
究
的
）
で
は
他
者
と
の
か

か
わ
り
が
少
な
く
、Ｓ
（
社
会
的
）
と
Ｅ
（
企

業
的
）
で
は
他
者
と
の
か
か
わ
り
が
多
い
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
他
者

と
積
極
的
に
か
か
わ
る
よ
う
な
職
業
だ
け
が

良
い
職
業
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
自
分
が

何
を
求
め
る
か
、
そ
れ
が
ど
の
職
業
で
得
ら

れ
る
か
を
知
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

た
だ
し
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
分
析
結

果
は
全
体
の
一
般
的
傾
向
と
い
え
る
。
職
業

に
よ
っ
て
は
、
相
反
す
る
職
業
興
味
や
職
業

価
値
観
、
仕
事
環
境
を
必
要
と
す
る
も
の
も

あ
る
。
た
と
え
ば
図
表
２
を
見
る
と
、
客
室

乗
務
員
は
Ｓ
も
Ｃ
も
高
い
職
業
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
職
業
ご
と
の
詳

細
な
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
（
二
〇
一
二
）
の
第
七
章

末
（
二
六
二-

二
七
九
頁
）
に
付
表
と
し
て

掲
載
し
て
い
る
。
求
職
者
に
は
「
Ｃ
領
域
の

職
業
に
興
味
が
あ
っ
て
、
達
成
感
が
得
ら
れ

る
仕
事
が
し
た
い
。
両
方
手
に
入
る
職
業
は

何
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
人
や
「
気
に
な
っ
て

い
る
職
業
が
あ
る
が
、
一
体
ど
う
い
う
人
が

向
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
人
の
よ
う

に
、
職
業
情
報
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー

ズ
が
あ
る
。
六
〇
一
職
業
に
対
す
る
職
業
興

味
、
価
値
観
、
仕
事
環
境
の
詳
細
な
数
値
化

は
、
こ
の
よ
う
な
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
客
観
的

な
情
報
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。

【
文
献
】

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
二
〇
一
二
）
職
務
構
造
に

関
す
る
研
究
―
職
業
の
数
値
解
析
と
職
業
移
動
か
ら
の

検
討
―　

労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
146

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

佐
藤　

舞
（
さ
と
う
・
ま
い
）

早
大
卒
業
後
、
同
大
学
院
文
学
研
究
科
。
現
、

同
大
学
院
博
士
課
程
。
二
〇
〇
九
年
よ
り
Ｊ

Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
臨
時
研
究
協
力
員
。
専
門
領
域
は

社
会
心
理
学
。
分
担
執
筆
し
た
報
告
書
に
労

働
政
策
研
究
報
告
書
№
146
『
職
務
構
造
に
関

す
る
研
究
―
職
業
の
数
値
解
析
と
職
業
移
動

か
ら
の
検
討
―
』(

二
〇
一
二) 

、
労
働
政

策
研
究
報
告
書
№
147
『
中
小
企
業
に
お
け
る

人
材
の
採
用
と
定
着
―
人
が
集
ま
る
求
人
、

生
き
い
き
と
し
た
職
場
／
ア
イ
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
、
Ｈ
Ｒ
Ｍ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
他
か
ら
』(

二
〇
一
二)

、
他
。
現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は
、

就
職
活
動
を
通
し
た
大
学
生
の
自
己
効
力
の

変
容
、
他
。
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【メインテーマセッション：労使紛争の現状と政策課題】　

【論文】

労使紛争の現状と政策課題―法律学の立場から 中窪　裕也

「声」をあげる企業別組合 南雲　智映

労使紛争の現状と政策課題
　―合同労組の労使紛争解決を中心に 呉　　学殊

労働審判手続の解決と企業への影響 高橋　陽子
【自由論題セッション】

　　Ａグループ

【論文】

有期労働契約の雇止め制限法理に関する実証分析 戸田　淳仁

認定職業訓練（共同職業訓練）が提供するサービスの規模・構造と課題
　―再編・強化の方向性を探る 大木　栄一

入管政策の動向と労働市場－ポイント制の検討を中心に 早川智津子

　　Ｂグループ

教員のキャリア形成を校長はどう考えているか
　―首都圏私立中高校長 50人へのインタビュー調査結果の分析 古市　好文

【論文要旨】

人材育成施策としてのOJT・Off-JT・自己啓発が従業員の
キャリア形成に及ぼす影響について 佐藤雄一郎

文系大学による人的資本形成効果の分析―青森県の事例から 大矢　奈美

 猪原　龍介

 山本　志都
　　Ｃグループ

【論文】

現代における個別化された労使関係の研究方法について 三吉　　勉

嘱託社員（継続雇用者）の活用方針と人事管理
　―60歳代前半層の賃金管理 藤波　美帆

【論文要旨】

母子家庭の母の就業支援
　―その効果的な職業訓練施策のあり方 田中　恵子


